


 

 

「聴くということ」 

島しづ子 

  

今年も愛実の会をお支え下さりありがとうございました。 

新しい年もよろしくお願い致します。 

 

まだメンバーたちが養護学校卒業後、通う場所が全く無かったころ、行き場所を作りたい

と願い、親たちでたくさんの施設や作業所を見学させて頂きました。新規の作業所はどこも

間借りで狭い場所を窮屈に、しかし希望に溢れて活動していました。 

その中で一番忘れられない出来事は名古屋市昭和区にある、AJU 自立の家を見学した時の

ことでした。山田昭義さんがまず言われたのです。「お母さんたち、『親が安心して預けられ

る施設』って、どういうところか知っていますか？成人しても門限が早く、男女交際は禁止、

自由も無く管理されるばかり。そんな場所を作られたら子どもは迷惑ですよ。」「が～ん」 

 施設作りも大変なのに、作っても子どもにとって嬉しくない場所だったら、意味が無い。

それから試行錯誤。まず、言葉を駆使できない彼らの声をちゃんと聞けるように少人数で。

彼らの話を聞くために、時間をかけて朝の会を持つ。この観点から一施設５人規模。それは

自己主張のしにくいメンバーに理想的だと思いました。ほどなくして名古屋市が重度心身障

害児通所援護事業をはじめてくれた（親たちの積極的な働きかけで）ので補助金をもらえる

ことになりました。一箇所年間９９０万円ぐらいの補助金でした。 

今から思うと、贅沢なことでしたが、半日かけて朝の会をし、メンバーもアシスタントも輪

になって順番に挨拶、日々のことなど聴き合って、楽しい時間を過ごしました。その時間を

通してメンバーに様々な好みがあり、自己主張していることを知りました。そして年月が経

ったとき、メンバーそれぞれが言葉を駆使しないけれど、独自のコミュニケーション手段を

持って自己主張していること、家族やアシスタントへの思いやりを持って接していることを

知らされてきました。 

 次第に愛実の会も成長し、少人数のよさは、どうしたら持続できるだろうか課題です。今、

児童養護施設でも小舎制というのか、施設を分散して家族単位のような少人数で住む形が主

流です。人間は一緒に過ごす人数が多ければ多いほど他者が気になるし、疲れます。愛実の

会はもともと大規模拡大路線ではありませんが、現行の国の制度のもとではある程度の規模

が必須です。またありがたいことに、愛実の会を利用したいという方が増えています。今ま

でのように、紙風船・大地の家・愛実友だちの家の独自性を尊重しあいながら、できるだけ

少人数の取り組みを継続したいと願います。幸い、現場のアシスタント達は従来の愛実の会

のよさを理解し、守ろうとしてくれているので嬉しいです。 

愛実の会では職員を「アシスタント」と呼んでいます。これも管理的にならないためで、

主人公であるメンバー中心の施設運営を心がけて行きたいという願いからです。 

 今まで活動の拠点として使わせていただいてきた大地の家も引越しを余儀なくされていま

す。今、三拠点を一箇所にすることができる場所が借りられそうです。そうであればいっそ

うメンバーに喜ばれる施設運営を心がけたいと決心を新たにする次第です。 
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障害福祉を良くする 名古屋市民集会に参加して 

 

 まだ秋の陽気だった 11 月 16 日(月)午後に行われた「障害福祉を良くする 名古屋市民集会」

に参加しました。 

 この集会は名古屋市が減税に伴う収入減により予算削減となり、生活に必要な医療教育福祉の

分野でも削減が具体的に検討されている情報があり、しかし医療教育福祉の分野を削減されては

実際の生活上大変困ることになるので、ぜひやめて欲しい、削減というなら他に見直すべきとこ

ろが少なからずあるのではないか、という思いで実施されました。 

 この日、お昼前に名城東公園に集合し、短い集会の後、栄までデモ行進しました。栄ではみん

なで歌を歌い、アッピールを採択し、シュプレヒコールをもって終わりました。日中はわりと暖

かい日で集会・デモをするにはちょうど良い日となりました。 

多くの名古屋市内の障害者団体・障害福祉事業所が参加し、参加者は約 600 人とのことでした。 

 国政では今年夏に政権交代が実現し、厚生労働大臣が障害者自立支援法の廃止を宣言し、かな

り明るさが見えてきたかな、という感じもありますが、今度は自分たちの自治体で大変なことに

なったという感じです。国も地方も両者とも医療教育福祉の充実が図られるよう、それに伴い障

害福祉が豊かになるよう願いつつ活動していきたいと思っています。       

 中森 由哉 

 

「小窓から」 ６                           

大野義徳 

 不思議な体験をした。ふだん利用している電車に、遠く離れた始発駅から所用で乗った時のこ

とだ。初めて訪れた始発駅。走り出した車窓の風景もみな新鮮だ。1 時間ほど走ると、よく利用

する見慣れた駅に着く。そこからは駅舎も風景もよく知った所、のはずだった。 
でもそうではなかった。いつもの光景、混み具合なのに、だ。 

 

いつもの駅、はるばる始発駅から 1 時間かけてやって来た電車。そのことを知ったからか、

その電車がいつもと違って見えた。「ふだん私が乗る前に、この電車はこんな旅をしていたのか。」

そんな思いが見方を変えたのだろう。 
  

私が電車に乗る時、先頭車両に掲げている「行先」の表示だけを気にしていた。 

行先、が重要な情報だった。しかし、「どこから来たのか」という見えない情報の方が、じつは

もっと大切な事柄を含んでいたのではなかったか。 
 

これは人でもそうなのではないか、と思う。愛実のメンバーは、高校を卒業してからやってく

る。私たちは、そのメンバーの現状を親御さんから聞き、自分の目でも確かめ、メンバーに接し

ていく。将来をどうしていきたいのかを一緒に考える。 
 

けれど、「今までどのような人生を送ってきたのだろう」「今日、出会うまでに、家でどのよ

うに過ごしていたのかな」という過去(あるいは歴史)に思いを馳せることが、その人となりをよ

り深く受け止めるきっかけになるのではないだろうか。将来への展望もより開けてこよう。 

古きをたずねて新しきを知る、学生の頃は、ややもすると退屈に感じたこの言葉が、だんだん

重みを増してくるのを感じる。 
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＜メンバーの想い＞ 

「紙風船に入って」 

                              成瀬 早紀 

 

紙風船に入った時は、皆とやっていけるかなって心配だったけど、今になってみれば、

皆とうまくやっていけてると思います。 

今までは話し合いとかは、嫌いだったけど、紙風船に入って話し合いも大事なんだっ

て思うようになりました。 

人形劇を見ていたときは、すごいなと思いました。 

実際に自分でやってみて、初めは大変だったけど、今になって人形劇は楽しいなって思

えるようになりました。 

 

これからもがんばっていきたいと思います！ 

 

 

＜協力者の想い＞ 

「でこぼこ」 

                               佐藤 慧 

 

僕が愛実の会にお世話になって２年目となりますが、メンバーのみんなと過ごしてい

ると飽きることがありません。みんなそれぞれにツッコミどころ満載なのですが、本人

たちは何食わぬ顔でしれっと「けい君は変わってるねぇ」なんて言います。 

自分を出せるということは、その人が皆に受け入れられているか、踏んづけられても出

てきてしまうか、どちらかだと思います。いえ、たぶん両方なんですね。何度踏んづけ

ても出てきちゃうと、もう皆「ああ、こういうやつなんだ、しょうがねえな」って納得

しちゃう(笑) 

せっかくみんなおもしろいところを持ち続けているんだし、そういう部分をもっともっ

と開放していったら、すごくおもしろくなっていくんじゃないかと勝手にわくわくして

います。みんなの自由な部分を人形劇に反映していけたら、「ぼくたちはこういうこと

やってるんだよ！」と、それがメッセージになっていくんじゃないかと思います。あー、

楽しみだ！ 
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スローライフ と までい教育 
                                  南   寿 樹 

「学校から帰ってから１時間はわたしの『まったり時間』。何をするわけでなくまったりするの」紗

季さんが教えてくれました。(贅沢だな～) 私はというと、いつも何かにせき立てられるように忙しく、

心は意味なく焦っていて、目の前で信号が赤に変わるだけでイライラしてしまう・・・（情けない） 

さて「までい」と言う言葉のニュアンスはこの「まったり」の言葉にも通じます。その語源は、「真

手」「諸手」。「までいに」となると「両手で」「丁寧に」「心を込めて」という意味になります。 

福島県飯舘村の「飯舘村第５次総合振興計画 “大いなる田舎までいライフいいだて”」（２００４年）

という村づくりのキーワードに使われています。   

教育長の廣瀬要人氏がこの村の「までい教育」について講演をしてくれました。 

この村は人口約六千人の過疎の村。「効率と速さ」を求めてきた今までの生活を見直し、背丈にあった

スローライフの理念で、美しく、心安らぐ、笑顔あふれる村づくりをめざしました。 

「貧しい生活をしているのにスローライフとは何事か！」と当初は反発もありましたが、５つの「ま

でい宣言」を実行するうちに、村はみるみる元気になったということです。 

①� 人と地域のつながりをまでいに ②からだと大地をまでいに ③家族の絆をまでいに   

④食と農をまでいに  ⑤ひとづくりをまでいに･･･ その中でまでい教育は生まれたようです。 

その教育を廣瀬氏は「子どもたちのできなさのあらを探すのではなく、持っている宝を探していこう」

（宝探しの教育）「できるようになったことをどんどん評価していこう」（加点法の教育）と表現します。 

通知票をこれまでの「競争原理で人と比べる」（相対評価）から「自分の中でどれだけ変わったか」 

(絶対評価)へ変えました。そして全国でも珍しい【やったね！事業】と呼ばれるものを考え出します。

これは村の予算７０万円を子どもたちに与え、自分たちで事業を企画、運営させるというものです。 

ここには「自己存在感を与える」「自己決定を促す」「人間的ふれあいを基盤とする」という思いがあり

ます。昨年度はコンサートを実施し大変感動的な場面になり大きな達成感が得られたそうです。 

また年間予算４２７万円の【アドベンチャースクール事業】もユニークです。 

これは、村にある３つの小学校の６年生を北海道に４泊５日の研修に行かせ「外から飯舘村を見てみよ

う」「学校の枠をはずし相互理解をし、北海道の子どもたちとも交流して豊かな人間関係をつくろう」

という事業です。船に２泊、ホテルに２泊と村の経済力に似合わない贅沢な事業です。 

子どもたちの生き生きとしたたくましい姿が浮かんできます。村の人がどれだけ子どもたちを、丁寧

に心を込めて愛して育てているかに心を打たれます。 

私は自分を振り返ってみました。————「しっかり生徒を受け止め、じっくりと生徒たちの悩みに向き合

っているか」「実践（授業作り）もやっつけ仕事でしていないか」「そもそも丁寧に生きているか」・・・   

広瀬教育長は言います。「環境は人を作る。最も重要な環境は、情熱的で子どもに自信と夢と勇気を

与える明朗公正で包容力のある人間性豊かな指導者。子どもは信頼できるものにのみ心を開きます」 

私もそんな「子どもたちの良き環境」になりたいと強く思います。そこで、心の中で誓いました。 

までいに（ゆっくり丁寧に心を込めて）生きていこう！本当に大切なものを見失わないために！ 
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NPO 愛実の会 寄付者名(順不同・敬称略)       ２００９年９月１日～１１月３０日 

□賛助会費／NPO 愛実の会の活動に対しての費用 

細川美代子 早川教示 戸軽佳代 今井謙吾 前田栄子 風間文子 小出朋子 木村睦子    

□土地建物／将来の NPO 土地建物取得費用 

早川教示  戸軽佳代 中森由哉 金田好美 風間文子     

□紙風船夢づくり／紙風船の人形劇製作、公演活動に関する費用 

早川教示  戸軽佳代 中森由哉 佐藤仙務     

□NPO 資金/NPO の運営に関する費用 

中森照子  中森由哉 島しづ子 林 優華  

□寄付・その他 

清水茂雄  細川美代子 早川教示 岸野奈奈子 見木靖美 伊藤あつ子 木村 純  

安藤  晋  稲田喜水  田瀬教会 鈴木まりえ 飯田幸雄 日本福音ルーテル復活教会 

山中 高  在日大韓基督教会名古屋教会女性会 

                       ご支援ありがとうございました。 

 

任意団体「障害者・友だちの会・愛実」寄付者名（順不同・敬称略）    担当 長村秀勝 

今年も皆様に支えられて活動を続けることが出来ました。有り難うございます。公園で幼い子

供とお母さんが楽しそうに枯葉の小山を作っておりました。初冬の陽だまりには、ほっこりとし

たぬくもりがあります。 

 

「寄付金個人・教会」大渕哲也 大渕真喜子 横井忠弘 彦根教会 小西直人 小西佳穂子 

  松下智恵子 林久子  東中国キリスト者障害を共に担う会 

「賛助会費個人」  吉谷尚之（複数回）  笠谷恵子 大串まつ 小川澄三 

「土地建物基金個人」岩田太万亀（複数回） 

 

 

イエローレシートキャンペーン報告（2009 年３月～８月） 
  

ＮＰＯ法人愛実の会は、イオンで毎月１１日に行われる「幸せの黄色いレシートキャ

ンペーン」にジャスコ名古屋みなと店様・千種若宮大通り店様各店に３事業所、イオン

大高店様に紙風船が登録させて頂きました。 

このキャンペーンでは、お客様から集められたレシート合計金額の１％相当の商品を

各団体に寄贈して頂けます。今回も日用品を始め、活動で活躍する卓上コンロなど様々

な商品を頂きました。寄贈していただいた商品は大切に活用させて頂きます。本当にあ

りがとうございます。また、９月からも各店舗継続して登録させて頂いています。なか

なかインフルエンザ対策もあり、メンバーと店頭に呼びかけに行くことができずとても

残念ですが、今後とも皆様ご来店の際はご協力よろしくお願い致します。 
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第 3 回 ・ 第 4 回定例会報告 
 

第 3 回定例会 ２００９年９月２６日（土） 参加者２２名   （正会員数 ９月２６日現在４３名） 

今回は前回の定例会までに出された課題を「①メンバーが安心できる生活」「②働きがいのある職

場の実現」「③土地建物移転について」という３つのテーマにしぼり、より深めていくことを目標に

グループディスカッション形式で進められました。 

 

★ 各グループの報告より 

① 現在のメンバーの生活、将来の生活でのホームヘルプの役割の大きさ、将来メンバーが安心し

て過ごせる場所、どうしたらメンバーにとって生きやすく過ごせるかなど柔軟に考えていく必要が

あることを確認。 

 

② 仕事と生活の調和を大切にし、ゆとりを持ちながら長く働けるような環境を作っていくことが

必要。働きやすさ＝環境づくり+働きがい によって納得・安心・帰属できる職場を目指していく。職

場への信頼感や仕事に誇りと連帯感が持てると、継続的に組織に貢献していけるようになるので

はないか。 

 

③ 現状抱えている問題等を確認、今後の具体的な移転の方法を様々な角度から検討。また移転

後の構想について考えていく中で、昼食・送迎・アシスタントの補充などの観点から一箇所集中とい

う方向性も話し合われた。 

 

第４回定例会 ２００９年１１月２８日（土）参加者２３名（陪席者２名含） 

（正会員数 １１月２８日現在４５名） 
今回当初の予定では、前回に引き続き３つのテーマに沿ってより深めて協議を行っていく予定でし

たが、今回土地建物に関しての緊急課題があがり、「土地建物移転」を今回の定例会のテーマとい

たしました。下記に詳しい経緯も含めご報告いたします。 

 

各拠点の使いづらさ等の確認 

■ 大地の家／時間貸しのため 17：00 までしか使えず職員の勤務に支障をきたしている。 

また他の団体の方も使用することがあるため、備品管理や掃除が困難。 

通信環境の不備や活動場所の狭さ、これ以上の拡大利用は認められない。 

 

■ 紙 風 船／メンバーも増え建物内が全体的に狭く寒い。休憩スペースに限りがあり、 

メンバー全員が横になることができない。2 階のコンクリートに亀裂が入ってきていて 

今後の使用に不安がある。人形劇の練習場所の確保が難しい。 

 

■ 愛実友だちの家／建築 50 年以上経ち、随分と年季の入った建物なので、災害時等の不安が尽

きない。冬は寒く、夏はかなり暑い。 

 

■ 全体に関して／現状では、スペースに余裕が無く新規メンバーの受け入れは困難。活動スペー

スの確保が必要。様々な方が利用する大地の家の厨房では、衛生面での心配が大きい。各事業

所への配送時間との兼ね合いもあり、調理時間の短縮に迫られこれ以上の時間の短縮は困難。 
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 移転計画に至るまで 
 

■ 働く人の家（大地の家）について 

厨房設備等の改修や新規購入等、17 時以降の使用、現状の空いているスペースを愛実友だち

の家で使わせていただけないかと申し出をしたが、難しいとの回答をいただきました。 

 

また現在働く人の家は様々な方の共有スペースでもあり、来年度からは働く人の家で、大地の

家が今の様な活動を継続していくことが困難な状況も出てきたため、大地の家の移転が急務

な課題としてあげられる事となりました。 

 

■ 3 事業所の今後について 

先述のとおり、現在または近い将来 3事業所ともに移転の必要性が出てくるのは明確でありま

す。また3事業所のうち順をおって移転したとしても、3事業所点在による不具合は解消されま

せん。まずは大地の家の移転を緊急の課題とし、同時に 3 箇所が一緒に移転できる場所に関し

ても念頭に入れ、物件探しにあたりました。 

 

 ＜3事業所一体化のポイント＞ 

  メリット ： ランニングコストの削減が可能（水道光熱費等の基本使用料の一元化等） 

給食配送、事務連絡等の省略、地域別の送迎計画が可能となる（送迎拡大・ 

メンバーの乗車時間の短縮） 

       将来的に社会福祉法人を目指すことの実現化（資産及び定期借地）等 

 

  デメリット： 各事業所の小規模ならではの良さがなくなる可能性がある、人口密度の増加、 

各事業所から出る音の心配。ゆとりの減少、トイレの渋滞、駐車場の確保等 

 

■ 物件が見つかりました 

港区木場町にある築 22 年、平屋建ての物件を紹介 

平屋の為、避難経路についての心配も少なく、広いスペースの確保が可能、また厨房施設が備

わり、現在の運営場所からそれほど遠くなく、駐車場も複数台分確保されていました。 

 

そこで定例会では様々な条件をふまえ、私たちの緊急な課題として 3 箇所の同時の移転に関

しても具体的に考えていく事となりました。（12 月 6日に物件の見学会を実施） 

 

■ 移転の方向性を考える上で定例会で確認したこと 

・ 会員以外の利用者やご家族、様々な方の思い・意見を聞いていくことが大切 

・ 資金面での計画や図面の必要性 

・ １ 箇所集中にしても、各事業所独自の特性を生かして活動を継続できるようにすることが大切 

・ 今よりもより過ごしやすい環境になることが大前提であること など 

 

※ １２月６日 物件の見学会・説明会を実施 １２月２３日 臨時総会開催 

※ なお上記の移転内容に関しましては正式には 12 月 23 日（水）に開催される臨時総会 

によって協議されることとなります。 
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